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　目的：我々は、dihydropyrimidine誘導体（DPs）を新しいレチノイドとして開発する目的で、急性骨髄性白

血病細胞株 HL-60 に対する細胞毒性および分化誘導作用について検討している。今回2-thioxo-DPsのHL-60細

胞に対する細胞毒性および細胞周期に及ぼす影響について検討した。 

 

　方法：HL-60細胞（3 ×105 cells/mL）に対して種々の濃度の2-thioxo-DPsを96時間処理した。細胞毒性誘

導はXTT アッセイによって行った。細胞周期解析は、細胞（1 ×106 cells）に対して1% paraformaldehyde並

びに70% EtOHによる固定、および0.25% Triton X-100による透過処理を行い、RNase A含有propidium

iodide溶液に30分間懸濁させ、フローサイトメーター（CytoFLEX）にてDNA含量を測定した。 

 

　結果・考察：1 μM 2-thioxo-DPs処理において、HL-60細胞に対して5のみ50%以上の、7および8では

50%程度の細胞毒性誘導が認められた。さらに、5に対して細胞周期解析をおこなったところ、G0/G1期への

アレストが認められた。現在、7および8に誘導される細胞毒性に細胞周期アレスト関与の有無についてさらに

検討している。
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